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【緒言】 
 咬合と健康・スポーツの関係はスポーツ歯学における新たな焦点であり，顎口
腔系機能と身体運動能力を包括して，運動生理学的な視座を含めた関係性を考慮
することが提唱されている（大山. 1992)． 
特に，運動時の噛みしめが全身の運動能力である筋力やバランス能力などと，
直接あるいは間接的に働く関連性についての検討が進められてきた（上野.2003）． 
運動時に随伴して発現するクレンチングを無歯顎者において，全部床義歯装着
の有無による反応時間の測定を行い，義歯装着の有無により反応時間に統計学的
に有意な差が発現する報告がある．すなわち，クレンチングができない状況にな
ると，運動能力の低下をきたすことを示しており，クレンチングの有無あるいは
強弱が運動能力に影響を及ぼすことを示した（石島ら, 1992）． 
 一方，運動能力を評価する体力測定種目に最大無酸素パワーの測定がある．申
請者らは，これを詳細に検証する方法として，最大無酸素パワーの速度と力の関
係を用いて，力型とスピード型に分類して，パワー発揮特性を評価する方法を考
案した（星野ら, 2013）． 
 本研究では，運動時の咬合機能と身体運動能力の関連性を明らかにするため
に，パワー発揮特性に着目して，運動に随伴して発現する咬合力を分析すること
とした． 
 実験Ⅰではパワータイプと咬合力の関係について検討を行った．また，実験Ⅱ
では，安静時の随意性最大咬合力（MVC）を基準にして，運動に随伴した咬合力
が弱い群（LOF 群）と強い群（HOF 群）に分類を行い，両群のパワー発揮特性に
ついて検討を行った．以上の 2 つの実験から，全身と口腔機能の関連を明らかに
した． 
 
【方法】 
1．実験Ⅰパワー発揮特性と咬合力の関係 
 アルペンスキー競技を専攻する男子 14 名（平均年齢 17.4±1.9 歳）を被験者と
して，POWER MAX V II®（㈱コナミ＆ライフ社製）を用いて，最大無酸素性パワ
ーの測定を行った．この最大無酸素パワーの測定では，3 段階の各ステップで任
意の負荷により 10 秒間の全力自転車駆動運動を 2 分間の休息をはさんで行い，
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負荷と最高回転数の関係からパワータイプを力型とスピード型の分類を行った．
咬合力は，デンタルプレスケール 50H シリーズ R タイプ（富士フイルム社，東
京）と歯科用咬合力計 OCCLUZER FPD-707（株式会社ジーシー社，東京)を用
いて行った． 
 
2．実験Ⅱパワー発揮タイプによる咬合力と咬合接触面積の関係 
 被験者は，アルペンスキー競技を 10 年以上専攻する男子 20 名（平均年齢 17.7
±1.9 歳）を対象に，最大無酸素性パワー，咬合力，咬合接触面積の測定を行っ
た．咬合力に関しては，運動時の咬合力に加えて，座位安静の状態での随意性最
大努力による噛みしめ力（MVC），この時の咬合力と咬合接触面積を実験Ⅰと同
様の方法で解析した．その後，実験Ⅰと同様の自転車駆動運動で運動時の咬合力
と咬合接触面積の測定を行った．その結果，運動時の咬合力が MVC に対して低
値を示すグループを LOF 群とし，MVC に対して高値を示すグループを HOF 群
として 2 群に分類を行った． 
 
【結果】 
1．実験Ⅰパワー発揮特性と咬合力の関係について 
 本研究で用いた被験者群を，パワー発揮特性によって，力型とスピード型に分
類を行い，運動時の咬合力について比較を行った．運動時の咬合力はスピード型
群が力型群にくらべ高値を示していた．また，力型群が負荷の増加に従って咬合
力が減弱しているのに対して，スピード型群の咬合力は高い値を示していた． 
 
2．実験Ⅱパワー発揮タイプによる咬合力と咬合接触面積の関係 
 安静時の MVC を基準値に最大無酸素パワー測定時の咬合力と咬合接触面積は，
非運動時と同等程度か，それ以下であるのに対して，HOF 群は咬合力と咬合接触
面積は高い値（p<0.05）を示していた． 
 一方，LOF 群と HOF 群のパワー発揮特性は，星野ら（2013）の先行研究に従
って，傾き比を算出した．その結果，LOF 群では 5.6±0.6 比に対して，HOF 群は
6.0±0.5 比であり，LOF 群が有意に低い値を示した（p<0.05）．その結果，LOF 群
は力型を示し，HOF 群はスピード型のパワータイプを示した． 
 
- 3 - 
 
【考察】 
 運動時の咬合力とパワー発揮特性の関係では，運動時の咬合力はパワー発揮特
性によって違いが認められ，パワータイプが力型であれば，運動時の噛みしめは
頭部の固定や上半身の姿勢保持による合目的的な作用であることが考えられた．
また，パワータイプがスピード型であれば，ペダルの負荷による下肢の反射興奮
性が促通し，口腔からの求心性感覚情報の亢進による現象であることが推察され
た． 
 次に安静時の MVC を基準値に運動時に増加した HOF 群と，咬合力が減弱す
る LOF 群が認められたことから，運動時の噛みしめという行為は，スポーツ選
手特有の反応であり，噛みしめという行為によって運動中の下顎を固定（市岡ら，
1994）するため，意識下と無意識下で行なわれたことにより，異なる反応を示し
たと考えられる．以上のことから，パワータイプの違いによって，咬合力の発現
に異なる制御機能が存在する可能性を示唆するものと考える． 
一方，LOF 群と HOF 群のパワー発揮特性は，最大無酸素性パワーの測定時の一
次回帰式から，傾き比を比較した結果，傾き比が 0 に近い場合，力型のパワータ
イプを示し，数値が大きい場合には，スピード型のパワータイプを示す（星野ら，
2014；星野ら，2015）ことから，LOF 群は力型のパワータイプであり，HOF 群は
スピード型のパワータイプを示した． 
 
【結論】 
 本研究は顎口腔系の機能のうち，咬合機能に焦点をあてて，咬合力と咬合接触
面積との関連性についてはほとんど検討されていない，そこで本研究では，全身
性の運動機能であるパワー発揮特性との関連性について検討した． 
 最大無酸素パワーの測定結果からパワータイプを力型とスピード型の 2 群に
分類し，運動時の「噛みしめ」による咬合力は力型群よりもスピード型群で高い
値を示し，力型群の咬合力は負荷の増加に伴って減弱した．つまり，パワータイ
プによって運動時の「噛みしめ」による咬合力には相違が認められ，運動時の咬
合力はパワータイプによって影響されることが明らかとなった． 
 以上のことから，運動に随伴して発現する咬合力発揮時の顎口腔系機能の違い
は，パワー発揮特性によるパワータイプの違いを反映した結果であり，パワータ
イプと顎口腔系機能の間には密接な関係が存在することが明らかとなった． 
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